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横浜市芸術文化教育プラットフォーム・トークシリーズ  アート×教育 共有しあう役割を考える 

  『美術館と子どもたちをつなぐ』 

文化施設と子どもたちや若者をつなぐ取組について、ふたつの美術館の事例から考えを深めていきます。 

特に芸術文化の関わりが必要と感じられていながらも触れる機会が少ないとされている中高生や若者を対

象とした取組から、文化施設等の社会教育的役割について再考し、そこで行われる教育活動がどのように

社会とつながっていくのか、その可能性について探っていきます。 

 

◆ゲストプロフィール 

 

端山 聡子（はやま・さとこ） 

横浜美術館主任エデュケーター／主任学芸員。1989 年より平塚市美術館準備室に勤務。開館後は資料整理、

保存修復などを担当し、絵画材料、色、その他のテーマによる教育プログラムの実践を通して利用者の学び

の多様性を探求した。携わった教育普及活動を基に市民が参画する自主企画展を 3 回実施。2013 年 9 月よ

り横浜美術館で、市民協働（ボランティア）および鑑賞教育を担う教育プロジェクトチームリーダー。長期

にわたる中高生プログラムなどを担当。 
 

塚田 美紀（つかだ・みき） 

東京大学大学院教育学研究科博士課程を単位取得退学後、2000 年より世田谷美術館に勤務。地域の学校との

連携プログラムをはじめ、10 代以上の参加者による美術と身体表現のワークショップ、美術館の建築空間を

活かしたパフォーマンスシリーズなどユニークな企画を手がける。「冒険王 横尾忠則展」（2008 年）、「エド

ワード・スタイケン写真展」（2013 年）など近年は展覧会も担当。5 年がかりで準備した「アルバレス・ブ

ラボ写真展―メキシコ、静かなる光と時」（2016 年）にて第 12 回西洋美術振興財団賞受賞。 
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